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Ⅰ．概況Ⅰ．概況Ⅰ．概況Ⅰ．概況 
 

平成 17 年度の鉄鋼生産を巡る環境は、造船、産業機械、自動車等、製造業の業況が活況を呈

し、内需は公共土木を除き総じて好調に推移した。また、輸出は前年度を下回ったものの高水

準を維持、この結果、平成 17 年度の粗鋼生産量は 1 億 1,271 万トンと過去 5 番目の高水準の生

産で、６年連続 1 億トン台をキープした。このうち転炉鋼は 8,365 万トンで前年度比 0.4％増

であったのに対し、電炉鋼は 1.7％減の 2,906 万トンとなり、粗鋼全体に占める電炉鋼比率は

25.8%と前年度を 0.5 ポイント下回った。 

このような中、平成 17 年度の製鋼用鉄スクラップ消費量は、転炉用消費量が 1,042 万トン、

電炉用が 2,987 万トンの合計 4,029 万トンと前年度比微減であった。また、スクラップの輸出

については、751 万トンと過去最高を記録した。 

なお、市況については、当協会調べのＨ2 のメーカー炉前価格（関東・関西・中部の 3 地区

平均）では、年度当初の 4 月 1～3 週に 23,000 円台の年度ピークをつけた後、夏にかけて 20,000

円割れが続き、その後の価格も 22.000 円台に留まるなど、前年度の高値 26,000 円台に比べる

とやや緩やかな推移となった。 

 

１．事業の概要 

（１）調査研究事業 

鉄源需給関連データの整備・拡充に努め、国内需給動向と合わせ、中国、韓国、台湾、欧

米等、海外データの収集・整備を図るとともに、定例調査として鉄鋼蓄積量の推計、鉄スク

ラップ流通量調査（四半期）による地域別流通実態の把握、市況モニター調査等を行った。

また、17 年度の特定調査事業として「環太平洋圏おける鉄源の需給動向調査」を実施した他、

スクラップ品質向上に向けた検討を行った。17 年度における調査研究等の実施状況並びに成

果は以下のとおり。 
① 鉄鋼蓄積量の推計（別紙１、別紙２）   

平成 16 年度（2004 年度） 12 億 7,879 万トン 

平成 15 年度（2003 年度） 12 億 6,331 万トン 

平成 16 年度増量分         1,548 万トン 

② 平成 16 年度鉄スクラップ流通フロー（国内）（別紙３）   

③ 鉄源流通調査結果（別紙４、別紙５） 

④ 鉄スクラップ市況調査（別紙６） 

鉄スクラップの供給業者並びにメーカーを対象として、鉄スクラップ市況の動向調査を

実施。（調査時点；毎週月曜日、調査品目；H2 規格基準、代表指標；３地区平均価格） 

⑤ 鉄源年報の発行 

「鉄源年報第 16 号（2005）」を 7 月に発行した。 

⑥ 会報「クォータリーてつげん」の発行 

調査研究レポート及び鉄源に関する最新の需給動向の情報等、内容の充実を図りつつ、

平成 17 年度は春、夏、秋、新年号の 4 号を発行した。 
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各号の主な内容は次の通り。 

号号号号        数数数数                年－季年－季年－季年－季            特特特特    集集集集    記記記記    事事事事    

Vol. 24   2005‐春 ・加工スクラップ発生実態調査 

・平成 16 年 7-9 月、10-12 月鉄源流通量調査結果 

Vol. 25   2005‐夏 ・2004 年度の鉄源需給とその特徴 

Vol. 26   2005‐秋 ・平成 17 年 1-3 月、4-6 月鉄源流通量調査結果 

Vol. 27   2006‐新年 ・2004 年度末の鉄鋼蓄積量（推計） 

   ・世界鉄スクラップ流通量の推移 

⑦ 特定調査事業：「環太平洋圏おける鉄源の需給動向調査」の実施 

17 年度の特定調査事業として、東アジアを中心とした環太平洋圏おける鉄源需給動向に

ついて調査研究を行った。運営委員会の下にＷＧを設置し、米国、中国、韓国の 3 カ国現

地調査を実施するなど環太平洋圏の鉄源需給動向の把握に努め、その調査結果を 5 月末に

報告書として刊行する予定。 

⑧ スクラップ品質向上に係る検討 

運営委員会の下に需給双方の委員より構成する「スクラップ品質向上対策委員会」を設

置し、Ｈ2 の転炉への活用等に係る品質上の諸問題、品質向上の必要性と今後の課題等に

ついて検討を進め、その検討成果を中間的に取りまとめた。 

 

（２）債務保証事業の開始 

回収鉄源利用促進協会の清算結了に伴い、平成 16 年 10 月 6 日に残余財産及び債務保証事

業を承継し、定款変更及び業務方法書の策定等、関連規程の整備並びに審査委員会の設置等

により債務保証制度を創設し、事業を開始した。 

 

２．委員会の開催 

協会運営に係る諸問題の検討と上記事業の円滑な推進を図るため運営委員会を開催するととも

に、鉄源の需給・市況に関する情報交換のため、需給流通委員会を運営委員会終了後に開催した。 

また、17 年度は運営委員会の下に「環太平洋鉄源需給動向調査ＷＧ」、「スクラップ品質向上対

策委員会」を設置し、調査研究に取り組んだ。 
    

    

Ⅱ．会員、役員及び委員Ⅱ．会員、役員及び委員Ⅱ．会員、役員及び委員Ⅱ．会員、役員及び委員    
 

１．会員 

（１） 会員の異動 

 特別会員 入会 1 社  中山鋼業（株）   

 普通会員 入会 1 社  拓南製鐵（株） 

 退会 1 社  クリーンテックシオガイ（株） 

 

（２） 会員数(平成 18 年 3 月 31 日現在) 
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      特別会員    51 社（48 社 3 団体） 

      普通会員    72 社 

        計      123 社 

 
２．役員 

（１）役員の異動 

  平成 17 年 5 月 13 日開催の第 139 回理事会において、平尾隆理事･会長、吉田英穂理事･

副会長及び卯津羅専務理事の役員辞任の申し出が承認され、後任理事として永広 和夫氏、

奥村博司氏及び鈴木孝男氏が選任された。また、上記理事会にて選任された理事は、定

款により、平成 17 年 6 月 3 日開催の第 30 回定時総会において承認を受けた。上記異動

役員の辞任日及び就任日は下記の通り。 

平尾   隆 氏    平成 17 年 6 月 3 日付  理事･会長    辞任 

吉田 英穂 氏    平成 17 年 6 月 3 日付  理事･副会長  辞任   

卯津羅賢三氏    平成 17 年 8 月 1 日付  専務理事     辞任 

永広 和夫 氏    平成 17 年 6 月 3 日付  理事･会長    就任 

奥村 博司 氏    平成 17 年 6 月 3 日付  理事･副会長  就任 

鈴木 孝男 氏    平成 17 年 8 月 1 日付  専務理事     就任 

 

（２） 役員は次の通り。（平成１8 年 3 月 31 日現在、以下各委員会とも同じ） 

 氏    名 会 社 名  ・ 役 職 名 

理事・会 長 

理事・副会長 

理事・副会長 

理事・副会長 

理事・副会長 

専 務 理 事       

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

理      事 

監      事 

監      事 

永  広   和  夫 

奥  村   博  司 

倉  林   喜一郎 

鈴  木   孝  雄 

吉  原   毎  文 

鈴  木   孝  男 

阿  部   謙 

池  谷   正  成 

猪  熊   研  二 

小  川   眞  一 

後  藤   實 

高  島   秀一郎 

西  川   明 

平  林   久  一 

嶺       辰  紀 

矢  追   徹  夫 

山  口   章 

影  島   一  吉 

出  塚   清  治 

新 日 本 製 鐵 ㈱   代表取締役副社長          

大 同 特 殊 鋼 ㈱   常 務 取 締 役 

㈲ 倉 林 商 店   代 表 取 締 役 社 長          

㈱ 鈴     徳   代 表 取 締 役 社 長          

東 京 鐵 鋼 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

当 協 会              

三 井 物 産 ㈱   常 務 執 行 役 員 

東 京 製 鐵 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

合 同 製 鐵 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

住友金属工業㈱   常 務 執 行 役 員 

産 業 振 興 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

共 英 製 鋼 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

西 川 商 工 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

平 林 金 属 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

中 部 鋼 鈑 ㈱   相    談    役 

大 阪 故 鉄 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

㈱ や ま た け   代 表 取 締 役 社 長          

影 島 興 産 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          

東 陽 監 査 法 人   代 表 社 員 
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３．運営委員会（需給流通委員会） 

 氏    名 会  社  名 役    職 

副 委 員 長 

委員（需要） 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

委員（供給） 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

    〃 

    〃 

中田 義文 

太田 雅晴 

小川 卓男 

木村 弘隆 

民田 彰輝 

日野 斌 

三宅 武吉 

遠藤 憲司 

栗山 芳孝 

鈴木 徹男 

中辻 恒文 

山口 章 

渡辺 淳 

木村 康 

杉山紀美 

渡辺 啓一 

新日本製鐵株式会社 

中部鋼鈑株式会社 

東京製鐵株式会社 

共英製鋼株式会社 

JFE スチール株式会社 

合同製鐵株式会社 

大同特殊鋼株式会社 

株式会社クワカド 

三井物産株式会社 

株式会社メタルワン 

中辻産業株式会社 

株式会社やまたけ 

丸和商事株式会社 

普通鋼電炉工業会 

日本再生資源事業共同組合連合会 

(社)日本鉄ﾘｻｲｸﾙ工業会 

原料需給ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

取締役販売部長 

購  買  部  長 

取締役執行役員 

原料部金属室長 

常 務 取 締 役 

購  買  部  長 

代表取締役社長 

製鋼原料部長 

条鋼建材部 部長 

代表取締役社長 

代表取締役社長 

代表取締役社長 

事  務  局  長 

専  務  理  事 

専  務  理  事 

     

４．審査委員会 

     氏    名 所   属 役    職 

委 員 長 

委    員 

〃 

〃 

〃 

〃 

鈴木 孝雄 

糸田 達 

久保 喜誉 

鈴木 孝男 

中島 茂 

水澤 恒男 

株式会社 鈴徳 

中小企業金融公庫 

商工組合中央金庫 

社団法人日本鉄源協会 

朝日税理士法人 城南支社 

富士法律特許会計事務所 

代表取締役社長 

審査部 審議役 

審査第二部 審査役 

専  務  理  事 

代  表  社  員 

弁   護   士 

 

５．鉄スクラップ規格検討委員会 

     氏    名 所   属 役    職 

委 員 長 

委    員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

中田 義文 

浅見 茂 

民田 彰輝 

池田 清朗 

大谷 正 

小川 卓男 

木村 康 

中村 毅 

金村 成健 

新日本製鐵株式会社 

共英製鋼株式会社・枚方 

JFE スチール株式会社 

(社)日本鉄リサイクル工業会 

産業振興株式会社 

東京製鐵株式会社 

普通鋼電炉工業会 

トピー工業株式会社 

京阪プレス株式会社 

原料需給ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

営  業  部  長 

原料部金属室長 

常務執行役員 

常 務 取 締 役 

購  買  部 長 

事  務  局  長 

製鋼技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 

代表取締役社長 
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〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

〃 

三宅 武吉 

馬場 良治 

日野 斌 

星河 年男 

宮本 純 

山口 章 

北村 昌昭 

林 誠一 

大同特殊鋼株式会社 

日本再生資源事業共同組合連合会 

合同製鐵株式会社 

星河金属株式会社 

三井物産金属原料株式会社 

株式会社やまたけ 

経済産業省 製鉄企画室 

株式会社日鉄技術情報センター 

購 買 部 長 

金属委員会参与 

常 務 取 締 役 

代表取締役社長 

ｽｸﾗｯﾌﾟ営業部長 

代表取締役社長 

課 長 補 佐 

参与 

 

６．スクラップ品質向上対策委員会 

     氏    名 所   属 役    職 

委 員 長 

委  員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

〃 

〃 

民田 彰輝 

池尻 徹男 

池田 清朗 

大谷  正 

片平 裕男 

木村  康 

中田 義文 

成瀬 敬介 

筈見 文則 

日下野 隆 

平澤   覚 

堀   誠 

宮地 義幸 

山口  章 

山本  勝 

阿部  聡 

荒木 太郎 

北村 昌昭 

JFE ｽﾁｰﾙ株式会社 

九州ﾒﾀﾙ産業株式会社 

(社)日本鉄ﾘｻｲｸﾙ工業会 

産業振興株式会社 

社団法人日本鉄鋼連盟 

普通鋼電炉工業会 

新日本製鐵株式会社 

大同特殊鋼株式会社 

ＪＦＥ条鋼株式会社 

株式会社日下野商店 

合同製鐵株式会社 

ＪＦＥｽﾁｰﾙ株式会社 

近畿プレス株式会社 

株式会社やまたけ 

伊藤忠商事株式会社 

経済産業省 製鉄企画室 

〃 

〃 

原料部金属室長 

代表取締役社長 

常務執行役員 

常務取締役 

国内調査ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

事務局長 

原料第一部 原料需給ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

購買部 鉄源ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 

技術部長 

代表取締役社長 

船橋製造所 総務部長 

原料部  冷鉄源ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

専務取締役 

代表取締役社長 

金属資源・石炭部門長補佐 

室    長 

課長補佐 

課長補佐 

 

７．環太平洋鉄源需給動向調査ワーキンググループ 

     氏    名 所   属 役    職 

委員長 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

中田 義文 

網田 敦一 

池田 清朗 

岡田 治弘

木村   康 

佐野 文勝 

鈴木   徹

新日本製鐵株式会社 

新日本製鐵株式会社 

(社)日本鉄ﾘｻｲｸﾙ工業会 

岡田商事株式会社 

普通鋼電炉工業会 

株式会社佐野マルカ 

株式会社鈴徳 

原料第一部原料需給ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

原料第一部原料需給ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

常務執行役員 

常務取締役 

事務局長 

常務取締役 

専務取締役 
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〃 

〃 

〃 

〃 

成瀬 敬介

乗田佐喜夫

細田   恭

堀     誠 

大同特殊鋼株式会社 

三井物産金属原料株式会社 

株式会社メタルワン 

株式会社ＪＦＥスチール 

購買部 鉄源チームリーダー 

取締役営業本部長 

条鋼建材部 冷鉄源貿易担当ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

原料部主任部員 冷鉄源ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

    
    
Ⅲ．推薦会員Ⅲ．推薦会員Ⅲ．推薦会員Ⅲ．推薦会員 
平成 18 年 3 月 31 日現在の推薦会員は次の通り。 

（１） 需要部会 

IKK ｼｮｯﾄ㈱  愛知製鋼㈱ 朝日工業㈱ ㈱伊藤製鐵所 宇部興産㈱ 

王子製鉄㈱ 大阪製鐵㈱ 関東ｽﾁｰﾙ㈱ 岸和田製鋼㈱ 九州製鋼㈱ 

共英製鋼㈱ ㈱クボタ 合同製鐵㈱ ㈱神戸製鋼所 三興製鋼㈱ 

山陽特殊製鋼㈱ JFE 条鋼㈱ JFE ｽﾁｰﾙ㈱ 清水鋼鐵㈱ ㈱城南製鋼所 

新関西製鐵㈱ 新日本製鐵㈱ 新北海鋼業㈱ 住友金属工業㈱ 大三製鋼㈱ 

大同特殊鋼㈱ ﾀﾞｲﾜｽﾁｰﾙ㈱ 中央圧延㈱ 中部鋼鈑㈱ 千代田鋼鉄工業㈱        

東海特殊鋼㈱ 東京鋼鐵㈱ 東京製鐵㈱ 東京鐵鋼㈱ 東北ｽﾁｰﾙ㈱ 

トピー工業㈱ 豊平製鋼㈱ ㈱中山製鋼所 日新製鋼㈱ 日本金属工業㈱ 

日本高周波鋼業㈱        ㈱日本製鋼所 日本鋳鍛鋼㈱ 日本冶金工業㈱ 日立金属㈱ 

北越メタル㈱ 三菱製鋼㈱ ㈱向山工場 山口鋼業㈱ ﾔﾏﾄｽﾁｰﾙ㈱ 

 （以上 50 社） 

 

（２） 供給部会 

東金属㈱  有明興業㈱ ㈱ｱﾙﾌｧｻﾎﾟｰﾄ 飯田環境ｸﾘｰﾝ㈱ 石川鋼業㈱ 

㈲井田商店 ㈱今弘商店 永和鉄鋼㈱ 大阪故鉄㈱ 太田商事㈱ 

オカガミ㈱ ㈱尾関商店 影島興産㈱ ㈱河内商店 関西ﾒﾀﾙﾜｰｸ㈱ 

九州ﾒﾀﾙ産業㈱ ㈲倉林商店 ㈱クワカド ㈱京  王 京阪プレス㈱ 

産業振興㈱ ㈱ｼﾏﾌﾞﾝｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ ㈱鈴木商会 ㈱鈴  徳 住友商事㈱ 

㈱関本由太郎商店 大成金属㈱ ㈱田中商会 津山工業原料㈱ 東方金属㈱ 

中田屋㈱  中辻産業㈱ 西川商工㈱ ㈲ハギワラ ㈱日下野商店 

平林金属㈱ 福岡金属興業㈱ ㈱富士商会 古尾谷商事㈱ 扶和ﾒﾀﾙ㈱ 

㈱紅久商店 ㈱丸栄  丸和商事㈱ 三井物産㈱ ﾒﾀﾙﾘｻｲｸﾙ㈱ 

㈱メタルワン ㈱最上金属 ㈱やまたけ ㈱ヤマナカ ㈱ヨシオカ 

（以上 50 社） 
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Ⅳ．会議Ⅳ．会議Ⅳ．会議Ⅳ．会議    
 

１．総 会 

  （１）第 30 回 定時総会 

      平成 17 年 6 月 3 日 第 30 回通常総会を鉄鋼会館において開催し、90 名(委任状によ

る出席を含む)の出席を得て次の議案を審議し議決した。 

   第１号議案  平成 16 年度事業報告書（案）の件 

      第２号議案   平成 16 年度決算報告書（案）の件 

      第３号議案   平成 17 年度事業計画書（案）の件 

      第４号議案   平成 17 年度収支予算書（案）の件 

      第５号議案   役員の異動（案）の件 

      第６号議案   関係官庁への報告等に際し､議決事項についてその趣旨に反しない 

  範囲において字句の修正に関し会長に委任の件 

 

２．理事会 

    平成 17 年度において次の通り理事会を開催し､協会業務の重要事項を審議し決定 

    した｡ 

（１）第 139 回 理事会（平成 17 年 5 月 13 日） 

① 平成 16 年度事業報告書（案）について 

② 平成 16 年度決算報告書（案）について 

③ 会員の異動（案）について 

④ 役員の異動（案）について 

⑤ 常勤役員の報酬（案）について 

⑥ 退任常勤役員の退職金支給（案）について 

⑦ 第 30 回定時総会開催（案）について 

 

（２）第 140 回 理事会（平成 18 年 3 月 22 日） 

① 平成 18 年度事業計画書（案）について 

② 平成 18 年度収支予算書（案）について 

③ 出資金の返還について 

 

３．運営委員会 

    次の通り運営委員会を開催し､協会事業等について検討を行い理事会に提出した｡ 

（１）第 96 回運営委員会（平成 18 年 3 月 16 日） 

① 会員の異動について 

② 本年度の業務執行状況及び新年度事業計画について 

③ 当面の財政状況及び新年度予算収支について 
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４．需給流通委員会 

    平成 17 年度においては次の通り需給流通委員会を開催した。 

（１）第 33 回需給流通委員会（平成 18 年 3 月 16 日） 

① 2004 年度末の鉄鋼蓄積量の推計（報告） 

② 最近の鉄スクラップ需給動向等について 
 
５．環太平洋鉄源需給動向調査ＷＧ 

下記の通り開催するとともに、ＷＧの下に現地調査チーム（米国、中国）を編成し調査に当

たった。 
（１）第 1 回環太平洋鉄源需給動向調査ＷＧ（平成 17 年 8 月 24 日）  
（２）第 2 回環太平洋鉄源需給動向調査ＷＧ（平成 18 年 2 月 7 日） 

（３）第 3 回環太平洋鉄源需給動向調査ＷＧ（平成 18 年 4 月 17 日） 

 

６．スクラップ品質向上対策委員会 

下記の通り委員会を開催し、スクラップ品質の向上対策について検討を行った。 

（１） 第 1 回スクラップ品質向上対策委員会（平成 17 年 7 月 26 日） 

（２） 第 2 回スクラップ品質向上対策委員会（平成 17 年 9 月 7 日） 

（３） 第 3 回スクラップ品質向上対策委員会（平成 17 年 11 月 17 日） 

（４） 第 4 回スクラップ品質向上対策委員会（平成 18 年 1 月 26 日） 

（５） 第 5 回スクラップ品質向上対策委員会（平成 18 年 3 月 2 日） 

 

以上 
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鉄スクラップの国内流通フロー（２００４年度） 
    

（単位：1,000 ㌧、％） 
 

 
 

  供給 

  需要 

〔出所〕経済産業省 ： 鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計月報 及び日本鉄鋼連盟資料 

伸鉄メーカー
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高炉メーカー
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電炉メーカー他
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鋳鉄管ﾒｰｶｰ 
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計 46,917 

高炉メーカー 

9,049 

電炉メーカー他

2,767 

鉄鋼工場 
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通関輸入量

251 

購入輸入屑
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加工屑
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老廃屑国内向
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50 
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転炉用 電炉用

30,300 
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国内消費計
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期初在庫 
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